
倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁
白
壁

今号の内容今号の内容

３月

９月

12月

６月

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～
1010

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
・
・
・
・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1010

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・・
・・
・・
・・
1111

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1212
～～
1313

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

正
副
議
長
あ
い
さ
つ
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1313

議
案
等
の
議
決
結
果

議
案
等
の
議
決
結
果
・・
・
・
・
・
・
・
・・
・・
・・
1414

飛
び
出
せ
！
議
場

飛
び
出
せ
！
議
場
・・
・・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
1515

市
民
の
声
・

市
民
の
声
・
1212
月
定
例
会
・
編
集
後
記

月
定
例
会
・
編
集
後
記
・
・
・
・
1616

99
月
定
例
会

月
定
例
会

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年

令
和
５
年
1212
月
１
日
発
行

月
１
日
発
行

27
　毎年、年に３回ボランティアで集落内の３カ所を子どもたちや
若い方、お年寄りが一緒に楽しく花壇の花植えをしています。バ
ス停の花壇に植えた花は、バスの乗客の方に喜んでもらってい
ます。

～ 花でいっぱいの地域づくり ～　
撮影者：山下正人さん（泰久寺）
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【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】
　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説
明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。倉吉市議会では、基本的
に１人あたりの質問時間は２５分です。

９月
令和5年

第５回
定例会

◎印のついた質問は、次頁以降に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

公
明
党
・
改
革
新
政
会
市
議
団

福井 康夫
◎ 国民健康保険について
◎ 18歳までの医療費無料化について
◎ 防災・減災対策について

竺原 晶子

◎ 生命（いのち）の安全教育について
性暴力対応マニュアルについて
学校エアコン断熱材の設置について

◎ パートナーシップ制度導入について
子どもアドボカシーについて

伊藤 正三

◎ 公立保育園再編について
防災対策について（治水対策等）
経済対策について
移住・移住者支援策について

◎ 第３次倉吉市行財政改革計画につ
いて

鳥飼 幹男

◎ 公立保育園の再編について

◎ 書かない窓口システムの導入につ
いて

◎ 燃油価格・物価高騰による市民生活
への影響について
生ごみの減量化への取組について

鳥羽 昌明
◎ 障がいのある方への市の各種取組に

ついて
◎ スケートパーク整備について

成徳小の新校名について

く　
　
ら　
　
よ　
　
し

丸田 克孝
◎ 農福連携について
◎ 小学校統合後の校舎利用について

大月 悦子

◎ フレイル予防について
◎ フェアトレードについて

倉吉市と小田急電鉄の包括連携協定
締結について

大津 昌克

市長と教育委員会との効果的な連携
の在り方について

◎ 公立保育所再編について
小学校及び中学校の適正配置につ
いて
脱炭素について

藤井 隆弘

◎ 台風７号被害と水害対策について

◎ 除雪対策について
大平山公園周辺整備と活用について

◎ 保育所統合について
教職員の働き方改革について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

こ
こ
ろ

田村 閑美

倉吉打吹まつりについて
スポーツコンベンションについて

◎ 横田地内保育園再編について
◎ 鳥取県立美術館開館について

さ　
　
き　
　
が　
　
け

山根 健資

◎ ふるさと納税の使途や管理について
特急スーパーはくとの倉吉発着につ
いて

◎ 倉吉伝建地区（赤瓦周辺）の観光開発
について
大御堂廃寺の駐車場の活用方法につ
いて

福井 典子

公立保育園再編について

◎ 小中学校における熱中症対策につ
いて

◎ 農業政策について
人材育成事業の進捗状況について

米田 勝彦
◎ 防災について
◎ 友好都市について
◎ 関金の観光振興について

朝日 等治

◎ 道路標示について
◎ 暑熱対策について
◎ 市営余戸谷町住宅について

スケートボードスペースについて
グランフォンド倉吉について

◎ 本市の農業について

日
本
共
産
党

佐藤 博英

◎ 帯状疱疹ワクチンについて
◎ 自治体労働者処遇改善について

地球温暖化問題について
災害対策について

一般質問通告一覧表

【通告とは？】
　本会議で発言しようとする
議員は、あらかじめ議長に対
して質問する項目を明らかに
するために、文書で通告を行
います。この文書を「質問通
告書」と言います。
　なお、この通告一覧表は定
例会開会日のおおむね２週間
前に倉吉市ホームページに掲
載されています。

定例会の一般質問
発言通告表



（3）令和 5.12

国
民
健
康
保
険
の
来
年
度
以

降
の
保
険
料
の
決
定
に
つ
い
て

８
月
15
日
台
風
７
号
被
害
対

策
に
つ
い
て

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

に
つ
い
て

問　
農
地
農
業
施
設
関
連
の
被
害
で

は
、
早
期
の
応
急
復
旧
と
災
害
復
旧

に
よ
る
受
益
者
負
担
の
軽
減
を
図
る

べ
く
激
甚
（
局
地
）
災
害
な
ど
の
適

用
の
可
能
性
は
。

答
　
農
地
農
業
施
設
で
は
、

８
，
２
３
０
万
円
の
専
決
処
分
で
応

急
復
旧
に
対
応
し
て
い
る
。

問　
度
重
な
る
福
庭
東
の
浸
水
対
策

の
検
証
と
北
田
川
の
樋ひ
も
ん門

管
理
、
何

よ
り
河
床
の
し
ゅ
ん
せ
つ
や
繁
茂
し

た
雑
草
の
撤
去
が
急
務
の
課
題
で
は

な
い
か
。

答
　
浸
水
被
害
者
に
直
接
会
っ
て
、

状
況
を
聞
い
た
。
指
摘
の
対
応
に
つ

い
て
早
速
、
樋
門
管
理
や
河
床
浚
渫

は
県
に
要
望
し
て
い
く
。
小
災
害
見

舞
金
の
現
行
１
万
円
に
つ
い
て
は
、

見
直
す
か
検
討
す
る
。

問　
賦
課
限
度
額
は
、
１
０
４
万
円

ま
で
と
負
担
は
多
い
。
財
調
基
金

７
億
円
の
活
用
を
す
べ
き
で
は
。

答　

３
年
間
保
険
料
を
下
げ
て
お

り
、
県
内
で
は
２
番
目
に
低
い
方
。
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
開
催
を

年
４
回
予
定
し
て
お
り
、
来
年
１
～
２

月
に
は
検
討
す
る
。

問　
７
月
に
知
事
の
呼
び
か
け
で
、

県
内
19
市
町
村
全
て
同
意
を
さ
れ

た
。
市
町
村
か
ら
何
か
意
見
が
無

か
っ
た
か
。

答　

来
年
度
か
ら
完
全
無
料
化
す

る
。
所
得
制
限
は
無
し
。
外
来
５
３
０

円
、
入
院
１
，２
０
０
円
が
対
象
と
な

る
。
コ
ン
ビ
ニ
受
診
に
対
す
る
医
療
体

制
の
確
保
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

福ふ
く
い井 

康や
す
お夫

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団

生
命（
い
の
ち
）の
安
全
教
育

に
つ
い
て

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」

導
入
に
つ
い
て

問　
「
生
命（
い
の
ち
）の
安
全
教
育
」

の
取
り
組
み
の
進
捗
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

答　

各
小
中
学
校
で
は
学
年
の
実
態

や
発
達
段
階
に
応
じ
て
文
部
科
学
省

作
成
の
教
材
を
活
用
し
た
り
、
保
健

体
育
の
教
科
書
を
使
用
し
た
学
習
、

学
校
独
自
の
教
材
や
内
容
に
よ
る
学

習
を
す
る
な
ど
、
す
べ
て
の
学
校
に

お
い
て
、
授
業
は
行
っ
て
き
て
い

る
。
就
学
前
の
子
ど
も
さ
ん
に
つ
い

て
は
教
育
委
員
会
で
ま
だ
全
体
を
把

握
し
て
い
な
い
の
で
、
関
係
部
署
と

よ
く
相
談
し
な
が
ら
ど
う
進
め
て
い

く
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。
可
能
な

限
り
保
護
者
へ
の
啓
発
は
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
含
め

広
報
に
努
め
、
広
く
取
り
組
み
を
周

知
し
て
い
き
た
い
。

問　
導
入
に
つ
い
て
の
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答　

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を
事
実
婚
状

態
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と
判
断
し
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、

県
の
制
度
開
始
実
施
に
合
わ
せ
、
本

市
に
お
い
て
も
現
状
で
対
応
可
能
な

15
の
制
度
を
軸
と
し
て
10
月
１
日
か

ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
、
今
準
備
を
開
始
し
て
い

る
。
制
度
を
導
入
す
る
だ
け
で
な

く
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
へ
の

配
慮
や
理
解
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
進

ん
で
い
く
よ
う
啓
発
活
動
も
重
要
と

考
え
、
差
別
や
偏
見
が
解
消
さ
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

竺じ
く
は
ら原 

晶し
ょ
う
こ子

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団
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書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て

燃
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
よ
る

市
民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て

公
立
保
育
園
の
再
編
に
つ
い
て

問　
市
内
西
エ
リ
ア
の
公
立
保
育
園

再
編
は
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
や

全
国
の
保
育
施
設
で
の
事
件
、
事
故

な
ど
保
育
の
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
背
景
に
は
、
保
育
士
不
足

が
あ
る
。
ま
た
、
子
育
て
の
孤
立
化

も
進
ん
で
お
り
、
支
援
を
必
要
と
す

る
親
や
保
育
ニ
ー
ズ
は
依
然
高
い
。

保
育
園
の
再
編
で
適
切
な
保
育
士
の

配
置
が
で
き
、
質
の
高
い
保
育
が
期

待
で
き
る
が
、
施
設
整
備
の
進
め
方

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
保
護
者
会
で
は
、
求
め
ら
れ
る

機
能
等
、
理
解
は
得
ら
れ
た
と
思
う

が
、
今
後
は
４
地
区
の
保
護
者
会
と

地
区
代
表
を
交
え
意
見
交
換
を
行

い
、
理
解
を
得
る
努
力
を
す
る
。

問　
書
か
な
い
窓
口
と
は
、
市
民
が

申
請
書
に
記
入
す
る
こ
と
な
く
必
要

な
書
類
の
交
付
が
１
カ
所
で
受
け
ら

れ
る
窓
口
で
、
市
民
の
利
便
性
向
上

に
向
け
て
導
入
す
る
べ
き
で
は
。

答　

住
民
と
行
政
の
双
方
が
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務
の
効
率

化
、
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
、
研
究
し

て
み
た
い
。

問　
燃
油
価
格
、
物
価
高
騰
が
生
活

者
の
家
計
を
直
撃
し
て
い
る
。
国
も

負
担
軽
減
策
を
継
続
す
る
こ
と
を
決

め
て
い
る
が
、
市
独
自
で
も
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
生
活
者
支
援
策
を

講
じ
る
べ
き
で
は
。

答　
臨
時
交
付
金
は
事
業
者
支
援
に
充

当
し
て
お
り
、
余
剰
金
は
見
込
め
な
い
現

状
に
あ
る
。
国
の
追
加
す
る
経
済
対
策
の

状
況
を
見
な
が
ら
対
応
を
考
え
た
い
。

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団

鳥と
り
か
い飼 

幹み
き
お男

問　
保
育
園
再
編
問
題
は
、
地
元
住

民
と
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
停
滞
し
て

い
る
。
市
の
説
明
不
足
は
十
分
反
省

す
べ
き
で
あ
る
。
が
、
肝
心
な
の
は

早
急
に
子
ど
も
た
ち
に
良
質
な
保
育

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
、
土
地
改
良
区
と
合
意
が

な
さ
れ
た
横
田
地
区
で
建
築
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答　

以
前
は
、
説
明
不
足
も
あ
っ

て
、
今
ま
で
の
経
過
の
中
で
は
、
な

か
な
か
横
田
で
と
は
言
え
な
か
っ
た

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
一
旦
横
田
の

方
向
で
と
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後
保
護

者
や
地
域
の
代
表
の
方
た
ち
へ
の
説

明
に
し
っ
か
り
と
努
め
て
い
き
た

い
。

問　
第
３
次
倉
吉
市
行
財
政
改
革
計

画
に
伴
う
人
員
削
減
あ
る
い
は
、
雇

用
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
に
つ
い

て
、
地
方
公
共
団
体
は
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
不
況
の
時
な
ど
雇
用
の

受
け
皿
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
人
員
削
減
に
は
慎
重
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
か
が
か
。

答　

今
後
も
業
務
量
の
減
少
は
見
込

め
な
い
中
、
令
和
５
年
度
は
４
人
増

員
し
た
。
地
方
に
お
い
て
は
、
市
町

村
役
場
は
重
要
な
就
職
先
。
特
に
不

況
の
時
な
ど
、
雇
用
の
受
け
皿
と
し

て
の
役
割
に
つ
い
て
そ
の
機
能
を
果

た
し
て
い
き
た
い
。

第
３
次
倉
吉
市
行
財
政
改
革

計
画
に
つ
い
て

公
立
保
育
園
再
編
に
つ
い
て

伊い
と
う藤 

正し
ょ
う
ぞ
う三

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団
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農
福
連
携
に
つ
い
て

問　
農
福
連
携
に
お
け
る
当
市
の
現

状
と
農
商
工
福
の
連
携
は
出
来
る
の

か
。

答　

農
福
連
携
は
、
農
業
に
従
事
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
が
い
者
の
方

が
生
き
が
い
を
見
つ
け
た
り
、
農
業

の
発
展
を
目
指
し
た
り
す
る
取
り
組

み
で
あ
る
。
県
主
体
の
取
り
組
み

で
、
県
内
の
東
中
西
に
３
人
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ

が
農
家
と
障
が
い
者
の
方
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

４
年
度
は
、
９
件
の
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
福
祉
関
係
施
設
で

農
業
に
関
連
し
た
施
設
は
６
施
設
あ

り
、
農
作
業
の
手
伝
い
を
さ
れ
て
い

る
。
中
部
地
区
の
垣
根
を
越
え
た
連

携
は
で
き
る
。
あ
く
ま
で
も
県
が
主

体
の
事
業
な
の
で
、
市
と
し
て
は
で

き
る
こ
と
の
協
力
は
し
て
い
く
。

問　
山
守
集
学
校
の
使
用
権
譲
渡
後

の
事
業
、
小
学
校
の
現
状
、
統
合
予

定
後
の
北
谷
小
学
校
と
上
小
鴨
小
学

校
の
校
舎
の
活
用
予
定
は
。

答　

リ
ン
グ
ロ
ー
株
式
会
社
は
Ｉ
Ｔ

企
業
な
の
で
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
中

山
間
地
域
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
の

改
善
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
旧
灘
手
小
学
校
の
校
舎
に
つ

い
て
は
、
検
討
委
員
会
の
中
で
旧
校

舎
の
一
部
を
地
域
コ
ミ
セ
ン
と
し
て

活
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

北
谷
と
上
小
鴨
小
学
校
の
校
舎
活
用

に
つ
い
て
は
、
地
元
の
方
の
意
見
を

聞
い
た
上
で
要
望
に
応
え
た
い
。

問　
物
価
高
騰
の
影
響
が
日
常
生
活

用
具
の
値
上
げ
に
も
及
ん
で
い
る
。

基
準
額
の
増
額
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
用
具
の
市
場
単
価
の
増
額
に
対

す
る
基
準
額
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
用
具
を
必
要
と
す
る
方
か
ら
の

声
を
お
聞
き
し
、
そ
の
都
度
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
申
請
・
執
行
状
況
は
？
ま
た
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
値
上
げ
の
動
き
も
あ

る
が
、
本
助
成
制
度
の
適
正
化
・
拡

充
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答　

令
和
４
年
度
の
交
付
対
象
者

9
7
5
人
の
う
ち
チ
ケ
ッ
ト
交
付
の
申

請
は
5
4
2
人
と
い
う
こ
と
で
交
付
率

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
整
備
に
つ

い
て

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
市
の

各
種
取
組
に
つ
い
て

は
55・
５
％
、
予
算
執
行
率
は
78
・
９

％
で
、
不
用
額
は
１
０
４
万
２
千
円
で

あ
っ
た
。
今
後
、
こ
う
し
た
現
状
の
原

因
等
の
分
析
を
行
い
な
が
ら
、
令
和

６
年
度
に
向
け
て
助
成
内
容
の
改
正

や
見
直
し
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

対
す
る
本
市
の
考
え
方
と
専
用
施
設

を
市
内
に
整
備
し
て
欲
し
い
と
い
う

声
に
ど
う
応
え
る
か
。

答　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を

契
機
と
し
て
体
育
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
本
市
と
し
て
も
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
要
望
に
関
し
て
は
改
め

て
活
動
団
体
の
話
を
よ
く
聞
き
取
っ

て
、
利
用
実
態
や
要
望
、
ど
の
程
度
の

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
を
希
望
な
の
か
の
把

握
に
ま
ず
は
努
め
た
い
。

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団

鳥と

ば羽 

昌ま
さ
あ
き明

丸ま
る
た田 

克か
つ
た
か孝

く
ら
よ
し

小
学
校
統
合
後
の
校
舎
利
用

に
つ
い
て
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問　
地
域
の
中
に
候
補
地
の
選
定
過

程
が
不
明
と
の
声
が
あ
る
。
福
光
地

内
か
ら
横
田
地
内
に
変
更
に
な
っ
た

経
緯
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
と
、
ど

の
よ
う
な
協
議
が
行
わ
れ
た
の
か
。

福
光
か
ら
横
田
に
変
わ
る
ま
で
約
１

年
10
カ
月
、
こ
の
間
、
何
が
あ
っ
た

の
か
。

答　

令
和
２
年
10
月
に
福
光
地
内
を

内
定
す
る
も
土
地
改
良
区
が
不
同
意

と
な
る
。
そ
の
後
、
担
当
課
で
対
応

を
検
討
し
て
き
た
。
令
和
４
年
4
月

に
私
が
市
長
に
な
り
、
令
和
４
年
５

月
に
土
地
改
良
区
の
理
事
長
に
私
自

身
が
訪
問
し
、
候
補
地
選
定
の
要
件

に
合
う
場
所
の
事
前
協
議
を
行
い
横

に
、
全
市
一
斉
に
取
り
組
め
る
フ
レ
イ

ル
予
防
ア
プ
リ
の
導
入
を
ど
う
考
え

る
か
。

答　

ア
プ
リ
の
活
用
は
有
効
と
感
じ

た
。
他
市
の
例
を
研
究
し
、
導
入
後

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
し
っ
か
り
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。

問　
市
は
啓
発
の
た
め
の
何
か
取
り

組
み
が
あ
る
か
。

答　

令
和
3
年
度
に
生
涯
学
習
特
別

講
座
で
55
名
の
市
民
が
受
講
し
て
、

生
活
の
中
か
ら
取
り
組
ん
で
い
こ
う

等
の
感
想
も
あ
り
、
市
内
で
も
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
や
コ
ー
ヒ
ー
を
取
り
扱
っ
て
い

る
店
も
あ
る
。
今
後
は
認
知
度
を
向

上
さ
せ
普
及
促
進
を
図
り
た
い
。

問　
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
」
認

定
を
目
指
す
考
え
は
。

答　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
い
う
言

葉
、
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
認
知
度

を
上
げ
、
中
心
に
な
っ
て
活
動
す
る

団
体
が
で
る
な
ど
、
ま
ず
そ
こ
か
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

発
生
か
ら
今
日
ま
で
の
３
年
間
、
フ

レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
対
策
は
。

答　
一
時
中
断
が
あ
っ
た
が
、
令
和

4
年
で
は
70
％
実
施
し
て
い
た
。
な

ご
も
う
会
な
ど
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と

同
じ
く
ら
い
開
催
し
た
。

問　
各
地
域
で
の
取
り
組
み
の
現
状

と
今
後
の
計
画
は
。

答　

令
和
2
年
度
よ
り
西
郷
地
区
を

ス
タ
ー
ト
し
、
令
和
3
年
度
か
ら
は

上
井
地
区
、
今
年
度
は
上
小
鴨
、
関

金
地
区
が
実
施
し
て
お
り
、
各
地
区

に
広
げ
て
い
く
計
画
。

問　
地
域
単
位
で
の
フ
レ
イ
ル
予
防

を
行
う
こ
と
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、

対
象
の
地
域
に
な
る
ま
で
に
期
間
を

要
す
る
。
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
つ
い
て

大お
お
つ
き月 

悦え
つ
こ子

く
ら
よ
し

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て

公
立
保
育
所
再
編
に
つ
い
て

田
と
し
た
。
６
月
22
日
に
土
地
改
良

区
に
同
意
願
書
を
出
し
、
７
月
１
日

土
地
改
良
区
理
事
会
で
賛
成
多
数
で

了
解
を
得
た
。

問　
今
後
、
久
米
小
学
校
と
社
小
学

校
の
統
合
議
論
が
始
ま
る
と
思
う

が
、
将
来
的
な
小
学
校
の
位
置
も
考

慮
し
て
横
田
地
内
を
選
定
し
た
か
。

答　

小
学
校
の
位
置
関
係
は
あ
ま
り

意
識
し
て
な
い
。
保
育
所
は
就
労
支

援
施
設
で
あ
り
、
家
や
学
校
の
近
く

で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

問　
今
後
、
地
元
の
同
意
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
、
別
の
場
所
と
い
う

可
能
性
、
余
地
は
あ
る
か
。

答　

こ
こ
ま
で
説
明
し
て
き
た
し
、

議
会
議
決
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
余

地
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
各
地
区
不
同

意
と
な
っ
た
場
合
だ
が
、
基
本
は
丁

寧
な
説
明
を
繰
り
返
し
、
若
干
遅
れ

て
も
今
の
場
所
で
進
め
て
い
く
。

大お
お
つ津 

昌ま
さ
か
つ克

く
ら
よ
し
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問　
開
館
予
定
地
周
辺
で
経
済
効
果

を
高
め
る
場
所
が
必
要
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
パ
ー

ク
ス
ク
エ
ア
へ
の
誘
導
を
含
め
食
彩

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
求
め
る
。

答
　
既
存
店
舗
の
連
動
性
や
必
要
性

を
検
討
し
た
い
と
申
し
上
げ
た
と
こ

ろ
だ
が
、
倉
吉
商
工
会
議
所
か
ら
も

県
立
美
術
館
隣
接
地
に
商
業
施
設
を

設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
要
望
を
い

た
だ
き
、
強
い
声
が
あ
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
。
今
時
点
で
は
、
美

術
館
西
側
に
市
立
図
書
館
や
未
来
中

心
の
お
み
や
げ
館
、
鳥
取
二
十
世
紀

梨
記
念
館
、
食
彩
館
等
の
各
施
設
が

相
互
に
補
完
し
な
が
ら
動
い
て
い
る

と
思
う
の
で
、
人
の
動
線
や
提
案
の

あ
っ
た
施
設
設
置
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

鳥
取
県
立
美
術
館
開
館
に
つ

い
て

い
の
で
研
究
は
し
て
い
き
た
い
。

問　
利
用
車
両
が
多
く
複
数
の
町
内

が
関
わ
る
道
路
、
病
院
や
福
祉
施
設

周
辺
の
道
路
、
地
域
総
意
で
除
雪
要

望
の
あ
る
道
路
等
、
実
情
を
把
握
し

て
除
雪
対
象
路
線
の
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答　
上
井
地
区
か
ら
直
接
要
望
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
見
直
し
に
あ
た
っ

て
は
基
幹
的
役
割
を
持
つ
路
線
幹
線

道
路
を
基
本
と
し
、
総
合
的
に
判
断

し
て
い
き
た
い
。

問　
保
育
所
統
合
で
保
育
士
等
の
配

置
が
改
善
さ
れ
る
の
か
。
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
等
に
配
置
と
い
う
の
は

違
う
と
考
え
る
が
。

答　
例
え
ば
、
５
歳
児
28
人
に
対
し

て
保
育
士
３
人
配
置
だ
が
、
１
～
２

人
で
対
応
し
、
余
剰
人
員
を
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
充
て
ら
れ
る
。

問　
住
宅
被
害
の
多
か
っ
た
福
庭
東

の
水
害
対
策
、
北
田
川
の
流
れ
を
改

善
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
い
っ
た
ん
堰
を
し
て
、
可
搬
型
の

ポ
ン
プ
を
使
っ
て
強
制
的
に
排
水
し
、

水
路
に
流
す
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
実

際
９
月
に
は
計
画
変
更
を
完
了
し
、
早

期
に
浸
水
対
策
に
努
め
た
い
。

問　
水
害
対
策
と
し
て
、
土
地
の
か

さ
上
げ
や
擁
壁
等
が
有
効
だ
と
考
え

る
。
全
国
で
補
助
制
度
を
設
け
る
自

治
体
も
増
え
て
い
る
。
倉
吉
市
で
も

研
究
、
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

一
定
の
効
果
は
期
待
で
き
る
と

考
え
る
。
滋
賀
県
、
能
美
市
、
舞
鶴

市
等
で
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。

県
内
で
は
実
施
し
て
い
る
事
例
が
な

台
風
７
号
被
害
と
水
害
対
策

に
つ
い
て

く
ら
よ
し

藤ふ
じ
い井 

隆た
か
ひ
ろ弘

問

公
立
保
育
園
再
編
計
画
地
区
説

明
会
に
て
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
執

行
部
の
方
々
に
説
明
い
た
だ
い
た

が
、
基
本
設
計
を
執
行
す
る
の
か
。

再
編
建
設
予
定
地
で
の
安
心
、
安
全

を
示
し
て
ほ
し
い
。
こ
う
い
っ
た
部

分
を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

か
れ
る
か
。

答
　
基
本
設
計
へ
の
着
手
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
に
理
解
い
た
だ
く
よ
う

丁
寧
に
説
明
し
た
い
。
安
心
安
全
に

つ
い
て
は
調
査
し
、
４
地
区
の
説
明

会
を
開
催
し
て
示
し
た
い
。

田た
む
ら村 

閑し
ず
み美

こ
こ
ろ

除
雪
対
策
に
つ
い
て

保
育
所
統
合
に
つ
い
て

横
田
地
内
保
育
園
再
編
に
つ

い
て
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い
。
使
途
の
決
定
は
、
事
業
の
必
要

性
、
性
格
性
な
ど
効
果
の
検
討
を
行

い
、
予
算
の
中
で
財
源
の
一
部
と
し

て
い
る
。
一
番
多
く
使
わ
れ
て
い
る

の
が
、
保
育
所
運
営
の
７
千
万
円
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
参
画
で
き
る
も
の
。
各
事

業
を
所
管
し
て
い
る
窓
口
で
い
ろ
い
ろ

な
提
案
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

問　
観
光
、
生
活
（
融
雪
）、
介
護

福
祉
の
観
点
で
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い

を
同
地
区
に
取
り
戻
す
た
め
、
赤
瓦

周
辺
や
伝
建
地
区
に
温
泉
掘
削
を
提

案
し
た
い
が
い
か
が
か
。

答　

例
え
ば
、
町
並
み
に
あ
っ
た
銭

湯
風
の
温
泉
が
あ
れ
ば
、
魅
力
的
な

も
の
。
民
間
の
運
営
主
体
が
あ
れ

ば
、
応
援
し
た
い
。
魅
力
度
ア
ッ
プ

や
来
訪
の
目
的
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
伸
び
悩
み

の
原
因
や
今
後
の
戦
略
、
そ
の
使
途

に
つ
い
て
、
市
民
参
画
で
き
る
か
。

答　

倉
吉
市
の
返
礼
品
は
、
梨
、
ス

イ
カ
、
米
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

安
定
し
て
供
給
で
き
る
返
礼
品
が
な

い
。
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
業
務
を
市

役
所
の
職
員
が
担
っ
て
い
る
。
業
務

過
多
も
あ
り
、
商
品
開
発
や
Ｐ
Ｒ
の

体
制
が
不
十
分
で
あ
る
。
先
進
地
で

は
、
加
工
品
を
返
礼
品
に
す
る
事
で

ふ
る
さ
と
納
税
額
を
伸
ば
し
て
い

る
。
先
進
地
の
取
り
組
み
の
良
い
と

こ
ろ
を
取
り
入
れ
た
り
、
返
礼
品
の

Ｐ
Ｒ
方
法
に
工
夫
を
加
え
た
り
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
を
伸
ば
し
た

い
。
最
低
で
も
10
億
円
を
目
指
し
た

問　
学
校
の
先
生
方
も
生
徒
の
安
全

の
た
め
に
大
変
尽
力
を
し
て
お
ら
れ

る
と
思
う
。
個
々
の
様
子
を
見
極
め

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
過

ご
せ
る
よ
う
現
場
で
の
的
確
な
判

断
・
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

答
　
令
和
５
年
８
月
７
日
に
倉
吉
市

立
中
学
校
部
活
動
に
お
け
る
対
策
に

つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
て

い
る
。
熱
中
症
指
数
を
掲
示
し
た

り
、
日
中
も
含
め
特
に
朝
の
健
康
観

察
に
気
を
使
っ
た
り
し
て
い
る
。
救

急
の
場
合
の
職
員
体
制
を
共
通
理
解

し
、
子
ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
努

力
し
て
い
く
。

問　

本
市
の
農
業
戸
数
は
、

２
０
１
０
年
か
ら
２
０
２
０
年
で
約

６
０
０
戸
減
、
農
業
就
業
人
口
は
同

じ
く
、
10
年
間
で
約
１
、５
０
０
人

弱
減
少
し
、
半
分
近
い
人
口
と
な
っ

て
い
る
。
後
継
者
不
足
が
非
常
に
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
事
業
の
成
果
は
ど
う
か
。

答　

令
和
２
年
７
人
、
令
和
３
年
８

人
、
令
和
４
年
９
人
の
新
規
就
農
者

が
あ
っ
た
。
就
農
後
５
年
間
は
そ
の

状
況
を
確
認
。
年
に
１
回
は
確
認
会

を
開
催
し
て
ほ
場
や
畑
の
状
況
も
見

て
、
技
術
指
導
や
経
営
改
善
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

問　
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
開
発
が

鳥
大
農
学
部
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ

て
い
る
。
特
に
梨
農
家
に
お
い
て

は
、
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

連
携
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。

答　

県
や
園
芸
試
験
場
を
通
し
て

や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

福ふ
く
い井 

典の
り
こ子

さ
き
が
け

倉
吉
伝
建
地
区
（
赤
瓦
周
辺
）

の
観
光
開
発
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
や
管

理
に
つ
い
て

さ
き
が
け

山や
ま
ね根 

健け
ん
し資

小
中
学
校
に
お
け
る
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て
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る
か
。

答
　
食
料
安
全
保
障
の
達
成
、
農
業

経
営
の
育
成
・
確
保
、
農
村
へ
の
移

住
、
関
係
人
口
の
増
加
な
ど
の
問
題

に
対
応
し
た
基
本
法
の
見
直
し
が
当

然
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

問　
車
両
走
行
や
除
雪
作
業
に
伴
い

劣
化
、
剥
離
し
た
道
路
標
示
を
整
備

し
、
交
通
安
全
の
確
保
と
街
並
み
景

観
を
保
持
さ
れ
な
い
か
。

答
　
県
立
美
術
館
の
開
館
を
見
据

え
、
総
点
検
を
行
い
、
各
道
路
管
理

者
に
呼
び
か
け
て
引
き
直
し
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問　
近
年
の
酷
暑
か
ら
市
民
の
命
を

守
る
た
め
、
熱
中
症
予
防
手
当
を
支

給
す
る
等
、
独
自
の
制
度
を
整
備
さ

れ
な
い
か
。

答
　
エ
ア
コ
ン
購
入
の
意
向
を
確
認

し
、
世
帯
の
状
況
に
応
じ
て
家
計
管

理
へ
の
助
言
、
指
導
、
生
活
福
祉
資

金
貸
付
け
の
利
用
を
紹
介
す
る
な
ど

の
対
応
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

問　
余
戸
谷
町
住
宅
の
建
て
替
え
に

伴
う
地
元
住
民
へ
の
説
明
が
徹
底
さ

れ
ず
、
行
政
の
説
明
責
任
が
果
た
せ

て
い
な
い
の
で
は
。

答
　
指
摘
の
と
お
り
、
説
明
の
遅

さ
、
内
容
の
不
十
分
さ
に
つ
い
て
は

本
当
に
申
し
訳
な
か
っ
た
。
心
よ
り

陳
謝
申
し
上
げ
た
い
。

問　
余
戸
谷
町
お
よ
び
長
坂
新
町
両

住
宅
入
居
者
の
今
後
の
居
住
環
境
を

整
え
た
後
に
、
別
の
建
設
地
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答
　
安
全
対
策
等
を
改
め
て
検
討

し
、
余
戸
谷
町
の
皆
さ
ん
に
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
今
考
え
て
い
る
。

問　
本
市
の
農
業
を
守
り
、
育
て
て

い
く
た
め
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
」
の
見
直
し
を
ど
う
考
え
ら
れ

問　
８
月
の
台
風
７
号
の
時
、
防
災

無
線
で
、「
避
難
所
に
避
難
す
る
時
は

飲
料
水
や
食
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
」
と
放
送
さ
れ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た

人
は
、
持
参
は
面
倒
だ
か
ら
家
に
い

よ
う
と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
は
自
主
避
難
の
場
合
で
、
避
難

指
示
の
時
は
持
参
し
な
く
て
も
よ

い
。
こ
の
区
分
は
市
民
の
方
に
は
分

か
ら
な
い
。
水
、
食
料
持
参
の
要
請

は
す
べ
き
で
な
い
と
思
う
が
。

答　

避
難
さ
れ
る
時
に
た
め
ら
い
が

起
き
て
は
い
け
な
い
の
で
、
放
送
内

容
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問　
終
戦
当
時
、
倉
吉
市
出
身
の
安

藤
石
典
（
い
し
す
け
）
と
い
う
人
が
北

海
道
根
室
町
（
現
根
室
市
）
の
町
長
を

し
て
お
ら
れ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
対
し

日
本
で
初
め
て
北
方
領
土
返
還
の
陳

情
書
を
出
さ
れ
た
。
平
成
22
年
に
根

室
市
長
（
当
時
）
が
ゆ
か
り
の
地
を
訪

ね
て
倉
吉
市
に
来
ら
れ
た
。
根
室
市

と
友
好
関
係
を
結
ん
で
は
ど
う
か
。

答　

根
室
市
長
（
現
在
）
か
ら
は
、

倉
吉
市
に
行
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
話

も
い
た
だ
い
て
い
る
。
友
好
親
善
関
係

の
構
築
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
に
は
関

金
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
10
年
間
で
ど
の
く
ら
い
の
予
算

が
必
要
か
計
画
し
て
あ
る
か
。

答　

10
年
間
の
計
算
は
し
て
な
い

が
、
地
域
の
魅
力
向
上
に
必
要
な
取

組
み
を
過
疎
計
画
の
中
に
追
加
し
て

盛
り
込
ん
で
い
く
。

防
災
に
つ
い
て

米よ
ね
だ田 

勝か
つ
ひ
こ彦

さ
き
が
け

市
営
余
戸
谷
町
住
宅
建
て
替

え
に
つ
い
て

朝あ
さ
ひ日 

等と
う
じ治

さ
き
が
け

暑
熱
対
策
に
つ
い
て

友
好
都
市
に
つ
い
て

関
金
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

本
市
の
農
業
に
つ
い
て

道
路
標
示
に
つ
い
て



2023.12 （10）

帯
状
疱ほ
う
し
ん疹ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

問　
全
国
１
９
５
自
治
体
が
助
成
し

て
い
る
。
医
療
費
抑
制
に
も
な
る
。

市
独
自
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
な

い
か
。

答　

先
進
地
を
調
べ
て
検
討
す
る

が
、
全
国
一
律
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

問　
自
治
体
労
働
者
、
特
に
会
計
年

度
任
用
職
員
の
状
況
は
。

答　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
正
職

員
が
病
休
や
産
休
な
ど
を
取
得
す
る

際
の
欠
員
補
充
や
専
門
性
の
高
い
業

務
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

現
在
の
雇
用
人
数
は
４
３
３
人
。
正

職
員
は
４
１
５
人
。
４
３
３
人
の
う

ち
女
性
は
３
２
９
人
。

問　

正
職
よ
り
多
い
の
は
良
く
な

い
。
給
料
が
低
い
。
上
限
を
無
く

し
、
５
年
間
だ
け
と
い
う
制
限
を
無

く
す
べ
き
。
国
家
公
務
員
と
比
較
し

て
も
給
与
が
低
過
ぎ
、
女
性
差
別
に

も
つ
な
が
る
が
い
か
が
か
。

答　

実
態
も
ふ
ま
え
て
検
討
し
て
み

た
い
。

問　
帯
状
疱ほ
う
し
ん疹

は
、
ど
う
い
う
症
状

や
原
因
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
発
症
状

況
や
予
防
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用
は
。

答　

帯
状
疱ほ
う
し
ん疹

は
水
ぼ
う
そ
う
と
同

じ
ウ
イ
ル
ス
で
起
こ
り
、
水
ぼ
う
そ

う
に
感
染
し
た
人
は
誰
で
も
体
の
中

に
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
。
抵
抗

力
が
落
ち
た
際
に
水
ぼ
う
そ
う
と
同

じ
よ
う
な
症
状
が
出
る
と
さ
れ
て
お

り
、
痛
み
・
か
ゆ
み
な
ど
、
厳
し
い

症
状
が
あ
る
。
80
歳
ま
で
に
３
人
に

１
人
が
か
か
る
と
さ
れ
て
お
り
、
予

防
と
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
非

常
に
有
効
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

不
活
性
化
ワ
ク
チ
ン
で
約
４
万

円
。
自
己
負
担
と
な
る
が
、
全
国
市

長
会
を
通
じ
て
、
国
に
対
し
要
望
し

て
い
る
。

【特別委員会】
【特別委員会とは？】
　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。

委
員

�丸田 克孝 委員長、田村 閑美 副委員長、伊藤 正三 委員
福谷 直美 委員、米田 勝彦 委員、福井 典子 委員地域の賑わい創出対策特別委員会

　「第8回地域の賑わい創出対策特別委員会」を令和５年９月19日(火)に開催し、今後の委員会
の方向性について協議しました。
　委員から県立美術館開館後の活性化を図る大事な時期であり、地域のにぎわい創出につながる
取り組みを具体的にしっかり執行部とも協議し、共有して提言したいとの声があり、委員全員一
致で今後も引き続き「地域の賑わい創出対策特別委員会」を存続することが決定されました。
　その後、「第1回地域の賑わい創出対策特別委員会協議会」を開催し、関係執行部も参加する
中、鳥取県立美術館開館を踏まえた倉吉パークスクエアのゾーニング勉強会を行いました。説
明紹介者に鳥取県教育委員会美術館整備局長の梅田雅彦
氏、株式会社槇総合計画事務所主任所員の松田浩幸氏をお
招きし、「新たな拠点となる鳥取県立美術館と倉吉のまちへ
の愛着と共感の醸成」と題し、槇総合計画事務所が考える６
つの視点で説明を聞きました。委員からさまざまな質問が出
ていたことから、もっと協議する時間が必要だと感じていま
す。今回のような協議会を今後も続ける意義を感じました。

地域の賑わい創出対策特別委員会協議会

自
治
体
労
働
者
処
遇
改
善
に

つ
い
て

日
本
共
産
党

佐さ
と
う藤 

博ひ
ろ
ひ
で英
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【議案に対する質疑】
執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。
※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと
なっています。

市議会提出議案

危
険
木
の
伐
採
は
、
地
権
者
や
所

有
者
の
負
担
は
な
い
か
。

県
が
４
分
の
１
、
市
が
４
分
の
１
、

電
力
事
業
者
が
２
分
の
１
の
事
業

費
を
負
担
し
、
災
害
時
の
市
民
生
活

を
守
る
た
め
実
施
す
る
も
の
。
森
林

所
有
者
等
の
自
己
負
担
は
求
め
な

い
考
え
。

伐
採
は
ど
こ
が
行
う
の
か
。

本
市
が
実
施
主
体
。

発
災
後
の
復
旧
作
業
に
つ
い
て
は

対
象
外
な
の
か
。

こ
の
事
業
は
あ
く
ま
で
予
防
的
な
危

険
木
の
事
前
伐
採
を
行
う
事
業
で
、

特
別
に
事
業
創
生
を
し
た
も
の
。
従

来
か
ら
の
災
害
等
に
よ
り
倒
木
が

発
生
し
た
際
の
除
去
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
施
設
管
理
者
等
が
実

施
す
る
。

市
民
の
方
か
ら
の
危
険
木
の
伐
採

要
望
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

電
力
事
業
者
或
い
は
県
と
現
場
を

確
認
し
、
そ
の
木
が
倒
木
し
た
場
合

に
、
集
落
が
孤
立
す
る
可
能
性
、
う

回
路
の
必
要
性
、
停
電
の
起
こ
る
可

主
な
質
疑
・
答
弁

能
性
等
、
詳
細
に
調
査
し
て
、
電
力

事
業
者
が
２
分
の
１
を
負
担
し
て
で

も
こ
の
木
は
伐
採
し
た
方
が
い
い
と

い
う
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
予
算
措

置
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
事
業
の
進
め
方
と
将
来
的
な

展
望
は
。

震
災
時
、
避
難
所
と
な
る
市
内
13

（
旧
灘
手
小
含
む
）
小
学
校
に
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
。
こ
の

た
び
の
予
算
は
、
令
和
６
年
度
に
整

備
す
る
５
校
分
（
河
北
・
西
郷
・
上

灘
・
社
・
小
鴨
）
の
測
量
設
計
委
託

料
に
な
る
。
他
小
学
校
も
３
年
か
け

て
整
備
し
、
総
額
３
億
円
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
を
開
設
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
避
難
訓
練
も
し
て
い
く
。

中
学
校
も
避
難
所
に
な
る
が
、
設

置
す
べ
き
で
は
。

小
学
校
に
設
置
後
、
市
の
手
出
し
を

見
な
が
ら
次
の
段
階
で
検
討
し
て
い

く
。

Q

QA

A

議員名 通　告 担当部局

米田勝彦
Ｒ０５ 補正予算 企業誘致 経済観光部
Ｒ０５ 補正予算 地域資源観光活用事業（関金地区） 経済観光部

鳥飼幹男 Ｒ０４ 一般決算 地元大学等関連 総務部

大津昌克 無 償 貸 付 財産の無償貸付けについての議決の一
部変更について 総務部

福井康夫

Ｒ０４ 一般決算 関金地区光ファイバ整備事業 総務部
Ｒ０４ 一般決算 倉吉西エリア光ファイバ整備事業 総務部

温 泉 決 算 令和４年度倉吉市温泉配湯事業特別会
計歳入歳出決算の認定について 総務部

藤井隆弘
Ｒ０５ 補正予算 市場開拓支援事業 経済観光部
Ｒ０５ 補正予算 小学校運営（総務） 教育委員会

大月悦子

Ｒ０４ 一般決算【交付金事業】訪問介護サービス事業所
等燃油高騰緊急対策事業 健康福祉部

Ｒ０４ 一般決算 在宅福祉（単県補助） 健康福祉部
Ｒ０５ 補正予算 周遊滞在型観光地創造事業 経済観光部

竺原晶子 Ｒ０４ 一般決算 協働のまちづくり 市民生活部

鳥羽昌明

Ｒ０４ 一般決算 企画政策推進 総務部
Ｒ０４ 一般決算 関金地区光ファイバ整備事業 総務部
Ｒ０５ 補正予算 災害対策 総務部

田村閑美

Ｒ０５ 補正予算 災害対策 総務部
Ｒ０５ 補正予算 適正配置準備 教育委員会
Ｒ０４ 一般決算 総合交通対策（定住自立圏） 総務部
Ｒ０４ 一般決算 婦人保護 健康福祉部
Ｒ０４ 一般決算 保育所運営 健康福祉部

議員名 通　告 担当部局

伊藤正三

Ｒ０４ 一般決算 防災行政無線更新事業 総務部
Ｒ０４ 一般決算 造林 経済観光部
Ｒ０４ 一般決算 倉吉市くらしよし産業元気条例推進事業 経済観光部

丸田克孝

Ｒ０４ 一般決算 非課税世帯等臨時特別給付金給付事業
（繰越明許） 健康福祉部

Ｒ０４ 一般決算 支所管理 総務部
Ｒ０４ 一般決算 生活困窮者自立支援 健康福祉部
Ｒ０４ 一般決算 自立支援給付事業 健康福祉部
Ｒ０４ 一般決算 コーディネート機能強化事業 健康福祉部

福井典子
Ｒ０４ 一般決算 観光誘客促進支援事業 経済観光部
Ｒ０４ 一般決算 観光関連団体助成事業 経済観光部

山根健資 Ｒ０５ 補正予算 周遊滞在型観光地創造事業 経済観光部

佐藤博英
Ｒ０５ 補正予算 マンホールトイレ整備事業 総務部

Ｒ０５ 補正予算 観光施設維持管理事業（関金地区）湯
命館 経済観光部

災
害
対
策

補
正
前

1
0
，8
4
3
千
円

補
正
額

4
，0
0
0
千
円

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
事
業

補
正
前

0
円

補
正
額

1
6
，5
3
1
千
円

9月
令和5年

第５回
定例会

…認定第１号　  令和４年度倉吉市一般会計歳入
…認定第５号　  温泉配湯事業会計決算		
…議案第82号　�令和５年度倉吉市一般会計補正予算（第４

号）		
…議案第85号　�財産の無償貸付けについての議決の一部変

更について		

Ｒ０４ 一般決算
温 泉 決 算
Ｒ０５ 補正予算

無 償 貸 付

QAQAQA

QA
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【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は

認
定
４
件
、
議
案
２
件
が
付
託

さ
れ
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

付
託
案
件
以
外
で
は
、
懸
案

と
な
っ
て
い
る
倉
吉
西
エ
リ
ア

の
保
育
所
再
編
に
関
し
て
、
保

護
者
や
地
域
住
民
へ
の
説
明
会

の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
執
行

部
に
説
明
を
求
め
ま
し
た
。
執

行
部
か
ら
は
、
各
地
区
へ
の
説

明
会
は
8
月
末
ま
で
に
一
通
り

終
え
、
今
後
は
、
4
地
区
の
保

護
者
代
表
お
よ
び
地
区
代
表
を

一
堂
に
会
し
て
の
説
明
と
意
見

教育福祉常任委員会

委員

鳥羽 昌明 委員長
山根 健資 副委員長
伊藤 正三 委員
大津 昌克 委員
佐藤 博英 委員
福井 典子 委員

所管 健康福祉部、教育委員会

交
換
会
の
場
を
10
月
中
旬
ま
で

に
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
や
、

新
た
な
保
育
機
能
に
つ
い
て
よ

り
具
体
的
な
説
明
が
行
え
る
よ

う
、
今
年
度
中
に
は
基
本
設
計

を
行
い
た
い
旨
の
考
え
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
成
徳
小
学
校
の
校

名
変
更
に
関
し
て
の
質
疑
も
行

わ
れ
、
改
め
て
、
今
回
は
児
童

と
保
護
者
の
意
見
を
中
心
に
進

め
て
い
く
方
針
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
7
月
か
ら
行
っ
て

き
た
所
管
事
務
調
査
の
、
最
終

と
な
る
委
員
長
報
告
の
内
容
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
全
て
可

決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
に
は
、

決
算
認
定
８
件
、
議
案
10
件
、
陳

情
１
件
、
継
続
審
査
１
件
が
付
託

さ
れ
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
決
算
認
定
で
は
上
井
駅
北
～
鳥

取
短
大
の
県
の
道
路
工
事
に
対
す

る
地
元
負
担
金
に
つ
い
て
も
審
査

し
、
執
行
部
の
説
明
で
、
県
は
令

和
６
年
度
内
に
完
成
予
定
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
関
金
エ
リ
ア
の
施

設
維
持
管
理
費
、
関
金
の
温
泉

配
当
事
業
、
新
町
の
駐
車
場
事

業
、
上
下
水
道
事
業
等
を
審
査

し
ま
し
た
。

　
８
月
の
台
風
７
号
で
は
、
議
案

第
79
号
専
決
処
分
の
農
林
業
単
独

災
害
復
旧
費
、
議
案
第
89
号
補
正

予
算
の
公
共
土
木
単
独
災
害
復
旧

費
等
に
つ
い
て
審
査
し
、
委
員
か

ら
早
急
な
復
旧
を
求
め
る
意
見
が

出
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
決
算
認
定
及
び
議

案
は
全
て
可
決
・
承
認
・
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
陳
情
第
14
号
の
ガ
ソ

リ
ン
価
格
高
騰
に
係
る
支
援
措
置

の
継
続
に
つ
い
て
は
、
国
が
既
に

支
援
を
決
め
て
お
り
趣
旨
採
択
。

６
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
る
陳
情
第
10
号
入
管
法
改
正

案
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
提
出

等
に
つ
い
て
は
国
が
既
に
法
改
正

し
て
お
り
、
送
還
の
例
外
規
定
も

あ
る
こ
と
か
ら
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

総務建設常任委員会

委員

米田 勝彦 委員長
竺原 晶子 副委員長
朝日 等治 委員
大月 悦子 委員
福谷 直美 委員
藤井 隆弘 委員

所管
総務部、建設部、会計課、
上下水道局、議会事務局、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会

【常任委員会】
９月
令和5年

第５回
定例会
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市
民
経
済
常
任
委
員
会
に
は
、

1
件
の
令
和
4
年
度
倉
吉
市
一

般
会
計
の
決
算
認
定
、
1
件
の

専
決
処
分
、
２
件
の
議
案
が
付

託
さ
れ
、
9
月
14
日
、
15
日
に
委

員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

認
定
第
１
号
令
和
4
年
度
一
般

会
計
決
算
で
は
、
旧
グ
リ
ー
ン
ス

コ
ー
レ
せ
き
が
ね
再
生
事
業
設

計
業
務
委
託
料
、
関
金
地
区
光

フ
ァ
イ
バ
整
備
事
業
、
ふ
る
さ
と

納
税
5
億
１
，
１
０
０
万
円
の
収

入
実
績
等
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
議
案
第
82
号
9
月
補
正

予
算
と
し
て
、
巌
城
工
業
団
地
整

備
工
事
な
ど
5
億
４
，７
０
０
万

円
、
周
遊
滞
在
型
観
光
地
創
造

事
業
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
旅
行
商
品
の
企

画
開
発
事
業
費
６
６
０
万
円
、

せ
き
が
ね
湯
命
館
の
在
り
方
に

関
す
る
調
査
・
検
討
業
務
な
ど
、

２
，２
０
０
万
円
余
の
補
正
予
算

に
つ
い
て
審
査
。
追
加
議
案
と
し

て
議
案
第
90
号
工
事
請
負
契
約

の
締
結
は
、
せ
き
が
ね
温
泉
宿
泊

施
設
整
備
工
事
と
し
て
契
約
金
額

11
億
４
，２
９
０
万
円
を
審
査
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
諸
議
案
は
、
い
ず

れ
も
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
・

承
認
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市民経済常任委員会

委員
福井 康夫 委員長
鳥飼 幹男 副委員長
田村 閑美 委員
丸田 克孝 委員

所管 市民生活部、経済観光部
農業委員会

　令和５年９月第５回倉吉市議会定例会において、投票により正副議長の選挙を行い、
議長に福谷直美議員、副議長に朝日等治議員が当選しました。

福 谷 直 美  議長
　このたびの倉吉市議会
９月定例会最終日の議長選
挙において議長職を拝命い
たしました福谷でございま
す。次の２年間もしっかり
と市民の皆様のために働い
てまいります。
　議会、議員の役割を認識しながら、市政発展の
ために何ができるのか考え、倉吉市がもっともっ
と元気になるため、議員の皆様とともに活動して
まいりたいと思います。
　市民の皆様におかれましては、倉吉市議会に関
心をお寄せいただき、今後とも一層のご支援・ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。

朝 日 等 治 副議長
　第37代の副議長に就かせ
ていただき、責任の重さを
痛感すると同時に、その使
命感に駆られております。
　市民の皆様が描かれる倉
吉市議会の理想の姿は様々
にあると思いますが、最も
望まれる議員集団になるよ
う、私の持てる力を発揮する所存です。人口減少
を始め、少子高齢化、子育て支援、若者の定住、
女性活躍の推進、温暖化による治水対策、コロナ
禍で疲弊した中小零細企業への支援、市民サービ
スの向上に向けたＤＸ推進、一方では市民の政治
離れなどの様々な課題に対し、各議員の有能分野
を導き、活かし、市民のためにより高みを目指し
た議会として進んで行くその先導役を務めていき
ます。
　市民の皆様には、どうか遠慮、敬遠なさらず倉
吉市議会を訪れてくださいますようお願いいたし
ます。

正副議長が決まりました
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　　 賛
成
反
対

議
決
結
果

藤
井 

隆
弘

丸
田 

克
孝

大
津 

昌
克

大
月 

悦
子

福
谷 

直
美

鳥
飼 

幹
男

福
井 

康
夫

鳥
羽 

昌
明

竺
原 

晶
子

伊
藤 

正
三

朝
日 

等
治

米
田 

勝
彦

山
根 

健
資

福
井 

典
子

佐
藤 

博
英

田
村 

閑
美

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 委員長報告に対する賛否

陳情 第 14号 ガソリン価格の高騰に係る支援措置の継続
を求める意見書提出について 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 12 3 趣旨採択

陳情 第 10号 入管法改正案の撤回を求める意見書提出等
について（継続審査分） 不採択 ○ ○ ○ ○ - ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 13 2 不採択

請願・陳情の結果

※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成は「○」、反対は「×」と記載しています。
凡例　 ○賛成、　×反対、　※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

賛否の内訳

凡例　 ○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

　　 賛
成
反
対

議
決
結
果

藤
井 

隆
弘

丸
田 

克
孝

大
津 

昌
克

大
月 

悦
子

福
谷 
直
美

鳥
飼 
幹
男

福
井 
康
夫

鳥
羽 

昌
明

竺
原 

晶
子

伊
藤 

正
三

朝
日 

等
治

米
田 

勝
彦

山
根 

健
資

福
井 

典
子

佐
藤 

博
英

田
村 

閑
美

議案番号 件　　名 議案に対する賛否

福谷直美議長不信任決議について 議決不要

倉吉市議会議長福谷直美君信任の決議 - ○ ○ ○ ※ ※ ※ ※ × ※ ○ ※ ○ ○ × ○ 7 2 原案可決

動　
議

令
和
５
年
９
月
21
日
（
木
）

①�

「
福
谷
直
美
議
長
不
信
任
決
議
」
を
福

井
康
夫
議
員
、
伊
藤
正
三
議
員
が
提
出

②�

「
倉
吉
市
議
会
議
長
福
谷
直
美
君
信
任

の
決
議
」
を
朝
日
等
治
議
員
が
提
出

＊�

競
合
す
る
場
合
、
現
状
を
肯
定
す
る

信
任
を
先
議
す
る
こ
と
と
す
る
。

・
朝
日
議
員
が
提
案
理
由
の
説
明

・
質
疑
　
竺
原
議
員

・
討
論
　
信
任
動
議
に
反
対
討
論

　
　
　
　
鳥
羽
議
員
、

　
　
　
　
福
井
康
夫
議
員

・
採
決
　�

信
任
動
議
は
、
賛
成
多
数
で

可
決

　
　
　
賛
成　
７
人

　
　
　
反
対　
２
人

※�

「
福
谷
直
美
議
長
不
信
任
決
議
」
は

議
決
不
要

※
賛
否
の
内
訳
は
上
記
の
と
お
り

【
会
派
名
】 �

　 

…
く
ら
よ
し
　
　
　
　
…
公
明
党・改
革
新
政
会
市
議
団   

　
…
さ
き
が
け
　   

…
日
本
共
産
党
　   

…
こ
こ
ろ

公
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　９月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件は、１件でした。議

員個人の表決は以下のとおりです。 なお、表に掲載していない議案等は、「起立全

員」、 「異議なし」で可決しました。

【議案等の議決結果】

議決結果
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令和5年

第５回
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倉吉市社会福祉協議会と
教育福祉常任委員会の
福祉懇談会が行われました。

鳥羽委員長　あいさつ 坂本会長　あいさつ

　３年にわたるコロナ禍では、減収や失業によっ
て困窮する世帯が増えたり、外出の機会が制限
され、交流の機会が減少しましたが、改めて人
と人とのつながりの大切さについて考えながら、
今後の地域福祉の推進に向けた意見交換を行う
もの。

この会の目的

　地域福祉及び相談支援を中心とした社協活動
を紹介しながら、地域福祉を進めるに当たって
大切な視点を説明していただきました。

○どのようにしたら若者に参加してもらえるか、地域の大きな課題と認識している。
○コロナの貸付金はどうなっているか。
○福祉のニーズも多様化、複雑化していくなか、財源の問題もあろうかと思う。サロン
の説明があったが世話をする人が不足していると感じている。

○フレイルドミノの説明があったが、まさにそのとおりだと思う。

○改めて社協の取り組みに感謝したい。
○知らないこともたくさんあって勉強になった。がん検診の受診率の向上に通じるとこ
ろがあると感じた。

○もう少し具体的な問題についてお話を聞く機会があってもよい。行政は市民の福祉向
上が大きな目的。市社協は、中でも特化した福祉事業を行われている。現在の大きな
課題は地域コミュニティの再構築にあると考えている。またの機会に勉強させていた
だきたい。

倉吉市社会福祉協議会の事業説明倉吉市社会福祉協議会の事業説明

孤独・孤立しがちな世帯へのつなが
り続ける支援（伴走型支援）
支援を拒む利用者へのアプローチ
日常生活の維持や社会参加の機会を
得るための移動手段の確保
人と人とのつながりを創出するため
の地域での交流や社会参加の方法  等

このような意見が交わされました

会の感想



発行：倉吉市議会 ／ 編集：議会だより編集委員 〒682-8611 鳥取県倉吉市葵町722　TEL.（0858）２２－８１４５　FAX.（0858）２２－８１４６
【議会だより編集委員】　竺原 晶子委員長、山根 健資副委員長、大月 悦子委員、田村 閑美委員、佐藤 博英委員

令和５年 12月 倉吉市議会定例会
【会　　期】 12月４日（月）～12月２0日（水）
【会議日程】

月日 曜
日

会議
区分 時 間 内　容

12月４日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明
５日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
６日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
７日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
８日 金 予備日
９日 土 休会
１０日 日 休会

１１日 月 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑～委員会付託
１２日 火 予備日
１３日 水 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会（予定）
１４日 木 予備日
１５日 金 委員会 午前１０時 常任委員会（予定）
１６日 土 休会
１７日 日 休会
１８日 月 予備日
１９日 火 議事整理日

２０日 水 本会議 午前１０時 委員長報告～付議議案の討論・採決
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―倉吉に移住して感じること
　私の場合、10年前に地域おこし協力隊の
制度を利用して、移住するきっかけをいただ
きました。実は、地域おこし協力隊に就任す
る前から「会社勤めを頑張ったご褒美」に、
月に一度は関西から遊びに来ており、都市
部とは異なる豊かさに、たいへん魅了されて
いました。今も、その和気藹々とした中で暮
らすことができてとても嬉しく、年を重ねて
いくことも楽しみになっています。このよう
な環境に身を置きたい同世代は、まだまだ
多くいるように感じます。

―倉吉の魅力は何ですか
　「日本の地方の魅力」をそこに暮らす人た
ちが自主的に守り、それを行政とともに先に
繋げようとしている「ひと」たちがいること
です。生産地としても日本の誇れる環境の
もとで、守り育てる生産者さんの存在や、で
きあがったモノを県外や海外に展開する際
に、市や県が身近な存在として支援してく
れる体制があることは、『ひとが織りなす魅
力』だと感じています。私自身、この体制が
整っていなければ、この土地で特産物のわ
さびで起業し、定住することは難しかったか
もしれません。

―市や議会に望むこと
　私は、このまちや環境は「未来の子ども
たちから託された財産」だと思っています。
議論いただく際に、考えていらっしゃいます
『将来像』を提示していただきながら、「今
どうすべきか」をお話ししてくださいます
と、とても理解しやすく嬉しいです。

倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。
会議予定、議長日程、議員名簿、市議会だよ
り、会議録などを掲載しています。

倉吉市議会 検索

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 ※�録画放送は開催日の午後７時から。

議会だより「白壁」の
ご意見・ご感想はこちら ▶

　金木犀の香りが「秋だよ」と季節を教えてく
れる。今年の夏の酷暑を癒してくれているのか
例年より香りを高く感じる。日本の四季は神様

からの優れた贈り物だと歳を重ねるごとに感謝してるが
近年、四季の中でも心地よいとされてる春と秋が短く
なってるような体感だ。これも地球温暖化の影響か。
　国連で採択された2030年までに達成するべき「17」
の目標は今年も終盤に近づき、あと6年くらいでどこま
で達成に近づけるだろう。2023年の今年、日本の達成
度は166カ国中21位で気候変動対策など「最低評価」
だった(朝日新聞)とのこと。小学校での取り組みのおか
げか子ども達は会話の中で違和感なくSDGsを口にする
も、大人がそれに向けて実践してるだろうか。倉吉で私
達はこのように目標に向けて努力している！と、子ども
達に持続可能な取り組みのバトンを繋ぎたい。

（編集委員：田村閑美）


